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  ４．市民・事業者等とのパートナーシップ 

用語：雨水貯留施設、雨水浸透施設、ビルピット、下水道台帳 

これまでの下水道事業は公が実施すべき公共課題と捉えられることが多かったが、

近年は井の頭公園内での湧水の減少等の身近な問題への関心も高まっている。多様化

するニーズを満たすためには、市民・事業者等とのパートナーシップによる取り組み

が不可欠である。 

 

 

本項では、市民・事業者等とのパートナーシップを推進するための方針、施策を示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民とのパートナーシップに向けての施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な環境への貢献に向けての施策体系 

市民・事業者等とのパートナーシップ 

４．１ 啓発の推進 

2)啓発イベントへの出展 

1)水環境連続講座「水の学校」の 

 開講 

４．２ 各種助成制度の推進 
1)住宅への雨水貯留・浸透施設 

 設置の助成 

2)地域との協力を通じた 

ビルピット改善への助成 

1)インターネットによる 

降雨情報等の提供 

2)下水道台帳の 

インターネットでの公開 

４．３ わかりやすい 

下水道情報の提供 
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４．１ 啓発の推進 

（１）方針 

 

 

 

 

 

 

（２）具体的な施策 

 

 

一般住宅地への雨水浸透施設の設置には雨水対策や下水道の仕

組みに関する市民の理解・関心が不可欠である等、市民や事業者

等から下水道に関する協力を得るためには、啓発が重要となる。 

そのため、質が高く、わかりやすい下水道の情報を積極的に発

信する。その際、平成 32年度に開設予定の環境啓発施設「エコプ

ラザ（仮称）」の積極的な活用を検討する。 

 

１）水環境連続講座「水の学校」の開講（P44の再掲） 

暮らしの中の身近な水循環や下水道の役割等、水に関する様々

なテーマについて市民とともに知り、考える参加型の水環境連続

講座「水の学校」を平成 26年度から開講している。今後も講座を

継続し、多くの市民に対し下水道に関する深い理解を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「水の学校」パンフレット         「水の学校」の様子 

 

２）啓発イベントへの出展 

 水防訓練、東部フェスティバル、むさしの環境フェスタ等のイ

ベントに出展し、来場者へ下水道に関する啓発を行う。その際、

適宜アンケートを実施し、下水道に関するニーズの把握に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

むさしの環境フェスタの様子 
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４．２ 各種助成制度 

の推進 

（１）方針 

 

 

 

（２）具体的な施策 

 

 

 

浸水対策や水環境の保全・創出を総合的に実施するためには、民

有地での対策が必要となる。そのため、各種助成制度を整備し、下

水道に関する設備の設置、改善等を促す。 

 

１）住宅への雨水貯留・浸透施設設置の助成（P38・43・46 の再掲） 

 民間住宅（新築・既設）に対し、雨水浸透ますや雨水浸透トレン

チ、雨水貯留タンクへの設置費用の助成を行う。その際、ホームペ

ージや市報だけでなく、市内の指定排水設備業者の協力を得ながら

ＰＲを推進する。 

 

２）地域との協力を通じたビルピット改善への助成（P45の再掲） 

 特に吉祥寺駅周辺について、臭いの発生源であるビルピットの

臭気対策に対し、助成を行う。その際、臭気問題を地域全体で共有

するために、吉祥寺活性化協議会と協力し、建物所有者に対して問

題認識を促すとともに、助成金の積極的なＰＲを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臭気対策パンフレット 

 

用語：雨水貯留施設、雨水浸透施設、雨水浸透ます、浸透トレンチ、ビルピット 
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４．３ わかりやすい 

下水道情報の 

提供 

（１）方針 

 

 

 

 

（２）具体的な施策 

 

 

 

 

 

緊急時における行動や利便性の向上のために、誰もがいつでも下

水道情報を入手できることが望ましい。そのため、市報、パンフレ

ット、そしてインターネットを活用しながら積極的に下水道情報を

発信する。 

 

１）インターネットによる降雨情報等の提供 

 インターネットにより、市内の降雨情報及び北町雨水貯留浸透施

設への雨水の流入量をリアルタイムで市民等に提供することで、自

主的な避難行動の促進等につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の降雨情報及び北町雨水貯留浸透施設への 

雨水の流入量に関するリアルタイム配信 

 

２）下水道台帳のインターネットでの公開 

 これまでは下水道課窓口のみで公開していた下水道台帳につい

て、平成 29年度からはインターネットでも公開するようにした。

今後も引き続き利便性向上を常に念頭に置き、下水道情報へのアク

セスを容易にする。 

用語：雨水貯留浸透施設、下水道台帳 


